公民プリント　内閣２（解答）

●内閣の会議

○内閣総理大臣と国務大臣が全員出席して開く会議を（閣議）と言います。

○この会議の決定は、（過半数・全員一致）で行われます。

●内閣の仕事

○（法律）案・（予算）案を作って国会に提出する。

○外国と条約を結ぶ。→（外務）省の仕事

○憲法・法律を実施するため、（政令）（内閣の出す命令）を出す。（法律より力は弱い）

○天皇の（国事行為）に対して（助言）と（承認）を行う。

○（最高裁判所の長官）を指名し、それ以外の裁判官を（任命）する。

●内閣不信任案

○内閣不信任案が提出された場合、内閣は次の２つのうち、どちらかの手を取ります。

　①自信がない場合

　 （10）日以内に、（総辞職）する。

　②自信がある場合

　 （10）日以内に、（衆議院）の解散を行い、総選挙のあとの（特別）国会で、もう一度、内閣総理大臣として指名されることを目指す。

●国や地方の機関で働く人

○国の機関（外務省・環境省…）で働いている人々を、（国家公務員）と言います。

○地方の機関（市役所・県庁）で働いている人々を、（地方公務員）と言います。

○それらを合わせて、（公務員）と言います。

○日本国憲法第15条

　「すべて公務員は、（全体）の奉仕者であって、（一部）の奉仕者ではない。」

●初代総理大臣

○日本の初代総理大臣は、（伊藤博文）です。

●世の中の意見

○政治や社会の問題に対して、多くの国民が共通して持つ意見をまとめて、（世論）と言います。国会や内閣は、これをよくくみ取って仕事を進める必要があります。

